
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日 

広
島
県
知
事 

藤 
 

田 
 

雄 
 

山 

広
島
県
規
則
第
三
十
六
号 

広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
規
則 

 

（
総
則
） 

第
一
条 

県
は
、
助
産
師
の
積
極
的
活
用
が
必
要
な
医
療
機
関
等
へ
の
助
産
師
の
就
業
を
促
進
す
る
た
め
、

助
産
師
養
成
施
設
に
在
学
す
る
者
で
、
将
来
助
産
師
と
し
て
そ
の
業
務
（
以
下
「
助
産
師
業
務
」
と
い
う
。

）
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
も
の
に
対
し
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

て
、
修
学
上
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
行
う
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
助
産
師
」
と
は
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二

百
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
に
規
定
す
る
助
産
師
を
い
う
。 

２ 

こ
の
規
則
に
お
い
て
「
助
産
師
養
成
施
設
」
と
は
、
法
第
二
十
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学

省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
た
学
校
又

は
同
条
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
文
部
科
学
省
令
・
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と

し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
助
産
師
養
成
所
を
い
う
。 

 

（
修
学
資
金
借
受
者
の
資
格
） 

第
三
条 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
資
金
（
以
下
「
修
学
資
金
」
と
い
う
。
）
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
を
備
え
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

国
内
に
所
在
す
る
助
産
師
養
成
施
設
に
在
学
（
当
該
助
産
師
養
成
施
設
の
通
常
の
修
業
年
限
が
複
数

年
で
あ
る
場
合
は
、
最
終
年
次
に
在
学
し
て
い
る
と
き
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
し
て
い
る
こ
と
。 

二 

将
来
次
に
掲
げ
る
県
内
の
施
設 

（
以
下
「
分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

助
産
師
業
務
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。 

イ 

就
業
時
に
お
い
て
分
べ
ん
を
取
り
扱
っ
て
い
る
病
院
（
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百

五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

ロ 

就
業
時
に
お
い
て
分
べ
ん
を
取
り
扱
っ
て
い
る
診
療
所
（
医
療
法
第
一
条
の
五
第
二
項
に
規
定

す
る
診
療
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

ハ 

就
業
時
に
お
い
て
分
べ
ん
を
取
り
扱
っ
て
い
る
助
産
所
（
医
療
法
第
二
条
に
規
定
す
る
助
産
所

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
） 

ニ 

イ
、
ロ
及
び
ハ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
認
め
る
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所 

三 

学
業
優
良
で
健
康
な
者
で
あ
る
こ
と
。 

 

（
修
学
資
金
の
貸
付
期
間
、
額
及
び
利
子
） 

第
四
条 

修
学
資
金
の
貸
付
け
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
決
定
の
日
の
属
す
る
年
度
の
四
月

分
か
ら
一
年
間
（
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
一
時
停
止
さ

れ
た
期
間
を
除
く
。
）
、
月
額
五
万
円
を
限
度
と
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 



２ 

修
学
資
金
は
、
無
利
子
と
す
る
。 

 
（
修
学
資
金
の
交
付
） 

第
五
条 
修
学
資
金
は
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
貸
付
け
の
決
定
を
受
け
た
者
（
以
下
「

修
学
生
」
と
い
う
。
）
に
三
月
分
ず
つ
そ
の
三
月
の
最
初
の
月
に
交
付
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が

あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
修
学
資
金
の
返
還
） 

第
六
条 

修
学
資
金
は
、
貸
付
期
間
が
満
了
し
た
月
の
翌
月
又
は
第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
一
条
第
五

項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
付
け
が
中
止
さ
れ
、
若
し
く
は
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の

貸
付
け
を
辞
退
し
た
こ
と
に
よ
り
修
学
資
金
を
貸
し
付
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
月
の
翌
月
か
ら
一
年
間
据
え

置
き
、
据
置
期
間
経
過
後
、
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
月
数
（
こ
の
月
数
を
三
で
除
し
て
剰
余
月
数

が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
月
数
に
三
月
を
加
え
て
得
た
月
数
か
ら
当
該
剰
余
月
数
に
相
当
す
る
月
数
を
減
じ

て
得
た
月
数
）
に
三
を
乗
じ
て
得
た
月
数
に
相
当
す
る
期
間
内
に
、
三
月
に
つ
き
一
回
の
割
合
で
均
等
割

に
よ
る
割
賦
償
還
の
方
法
に
よ
り
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
返
還
金
額
に
百

円
未
満
の
端
数
を
生
じ
た
と
き
は
、
知
事
は
こ
れ
を
ま
と
め
て
特
定
の
返
還
期
日
に
返
還
さ
せ
る
こ
と
が

あ
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
期
間
の
算
定
の
基
礎
と
な
る
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
月
数
を
算
定
す

る
場
合
は
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
一
時
停
止
さ
れ
た
月

数
は
、
算
入
し
な
い
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
は
、
返
還
期
日
前
に
修
学
資
金
を
返
還
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

（
保
証
人
） 

第
七
条 

修
学
資
金
の
貸
付
け
に
は
、
常
時
二
人
以
上
の
保
証
人
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
保
証
人
は
、
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
保
証
人
は
、
独
立
の
生
計
を
営
む
成
年
者
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
う
ち
一
人
は
、
県
内
に
居

住
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
知
事
が
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

保
証
人
は
県
内
に
居
住
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 

（
修
学
資
金
の
貸
付
申
請
） 

第
八
条 

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
「
希
望
者
」
と
い
う
。
）
は
、
別
記
様
式
第

一
号
に
よ
る
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
申
請
書
に
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

在
学
し
て
い
る
助
産
師
養
成
施
設
（
以
下
「
在
学
養
成
施
設
」
と
い
う
。
）
の
長
の
調
書
（
別
記
様

式
第
二
号
） 

二 

医
師
の
健
康
診
断
書 

三 

そ
の
他
知
事
が
必
要
と
認
め
る
書
類 

 

（
修
学
資
金
の
貸
付
決
定
等
） 

第
九
条 

知
事
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
書
類
を
審
査
し
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
面
接
そ

の
他
の
方
法
を
併
用
し
て
選
考
を
行
っ
た
上
で
、
修
学
資
金
を
貸
し
付
け
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
貸
し



付
け
る
こ
と
と
し
た
場
合
は
、
そ
の
金
額
を
決
定
し
、
そ
の
旨
を
別
記
様
式
第
三
号
に
よ
る
広
島
県
助
産

師
修
学
資
金
貸
付
決
定
通
知
書
に
よ
り
在
学
養
成
施
設
の
長
を
経
由
し
て
希
望
者
に
通
知
す
る
。 

２ 

修
学
生
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
保
証
人
が
連
署
し
た
別
記
様
式
第
四
号
に
よ
る
誓
約
書
を
、
知
事

が
定
め
る
日
ま
で
に
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
中
止
） 

第
十
条 

知
事
は
、
修
学
生
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
修
学
資
金
の
貸
付

け
を
中
止
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

卒
業
の
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
と
き
。 

二 

第
三
条
各
号
の
要
件
を
欠
く
に
至
っ
た
と
き
（
次
条
第
二
項
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。
）
。 

三 

そ
の
他
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
目
的
を
達
成
す
る
見
込
み
が
な
く
な
っ
た
と
き
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
中
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
別
記
様
式
第
五

号
に
よ
る
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
中
止
通
知
書
に
よ
り
当
該
修
学
生
に
通
知
す
る
。 

 

（
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
一
時
停
止
） 

第
十
一
条 

知
事
は
、
修
学
生
が
、
在
学
養
成
施
設
を
休
学
し
た
と
き
又
は
停
学
処
分
を
受
け
た
と
き
は
、

そ
の
者
に
対
す
る
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
一
時
停
止
す
る
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
場
合
の
ほ
か
、
修
学
生
が
学
業
成
績
又
は
性
行
が
不
良
と
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
お
い
て
、
そ
の
者
の
学
業
成
績
又
は
性
行
に
つ
い
て
改
善
の
見
込
み
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ

の
者
に
対
す
る
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

３ 

知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
っ
て
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
と
き
は
、

別
記
様
式
第
六
号
に
よ
る
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
停
止
通
知
書
に
よ
り
当
該
修
学
生
に
通
知
す
る

も
の
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
一
時
停
止
す
る
期
間
は
、
第
一
項
の
場
合

に
あ
っ
て
は
休
学
を
開
始
し
た
日
又
は
停
学
処
分
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
復
学
し
た
日
又

は
当
該
停
学
処
分
が
解
除
さ
れ
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
、
第
二
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
前
項
の
規
定
に
よ

っ
て
知
事
が
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
一
時
停
止
を
通
知
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か
ら
知
事
が
修
学
生

の
学
業
成
績
又
は
性
行
が
改
善
し
た
と
認
め
て
当
該
修
学
生
に
対
し
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
停
止
を
解
除

す
る
旨
を
通
知
し
た
日
の
属
す
る
月
ま
で
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
停
学
処
分
を
受
け
た
日
と
当

該
停
学
処
分
が
解
除
さ
れ
た
日
が
同
一
の
月
に
属
す
る
と
き
の
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
一
時
停
止
す
る
期

間
は
、
当
該
停
学
処
分
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
き

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

５ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
修
学
資
金
の
貸
付
停
止
期
間
が
第
一
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は

一
年
、
第
二
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
六
月
を
そ
れ
ぞ
れ
超
え
る
と
き
は
、
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
中
止
す

る
こ
と
が
あ
る
。 

６ 

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
っ
て
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
中
止
し
た
場
合
に
つ
い
て
準

用
す
る
。 

 

（
修
学
資
金
の
辞
退
） 



第
十
二
条 

修
学
生
は
、
い
つ
で
も
別
記
様
式
第
七
号
に
よ
る
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
辞
退
申
請
書
を
知

事
に
提
出
し
て
、
修
学
資
金
の
辞
退
を
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
借
用
証
書
等
の
提
出
） 

第
十
三
条 
修
学
生
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
別
記
様
式
第
八
号
に
よ
る
広
島
県

助
産
師
修
学
資
金
借
用
証
書
に
別
記
様
式
第
九
号
に
よ
る
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
返
還
計
画
書
（
以
下

「
返
還
計
画
書
」
と
い
う
。
）
を
添
え
て
遅
滞
な
く
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
。 

二 

第
十
条
第
二
項
（
第
十
一
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
修
学
資

金
の
貸
付
け
の
中
止
の
通
知
を
受
け
た
と
き
。 

三 

前
条
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
辞
退
し
た
と
き
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
返
還
計
画
書
を
知
事
に
提
出
し
た
後
に
、
当
該
返
還
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
は
、
別
記
様
式
第
十
号
に
よ
る
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
返
還
計
画
変
更
申
請
書
（
以
下
「
返
還

計
画
変
更
申
請
書
」
と
い
う
。
）
を
遅
滞
な
く
知
事
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

前
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
知
事
は
、
修
学
生
が
正
当
な
理
由
が
な
く
返
還
計
画
書
又
は
返
還
計
画
変

更
申
請
書
を
提
出
し
な
い
と
き
は
、
修
学
資
金
の
返
還
に
つ
い
て
、
そ
の
返
還
開
始
日
、
金
額
そ
の
他
必

要
な
事
項
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
修
学
資
金
の
返
還
の
猶
予
） 

第
十
四
条 

知
事
は
、
修
学
生
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
修
学
生
の
申
請
に
よ
り
、

当
該
各
号
に
定
め
る
間
、
修
学
資
金
の
返
還
の
債
務
（
履
行
期
が
到
来
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を

猶
予
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

一 

分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
に
お
い
て
助
産
師
業
務
（
次
条
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
を
含
む
。
以
下

同
じ
。
）
に
従
事
し
て
い
る
と
き
。 

助
産
師
業
務
に
従
事
し
て
い
る
期
間 

二 

分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
に
お
い
て
助
産
師
業
務
に
従
事
中
業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ

た
た
め
、
そ
の
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。 

助
産
師
業
務
に
従
事
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
期
間 

三 

分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
に
お
い
て
助
産
師
業
務
に
従
事
中
災
害
、
傷
い
疾
病
に
よ
る
休
職
、
産
前

産
後
休
業
の
取
得
、
育
児
休
業
の
取
得
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
っ
て
、
分
べ
ん
取
扱
医
療
機

関
等
で
の
雇
用
期
間
中
に
助
産
師
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
（
前
号
に
該
当
す

る
と
き
を
除
く
。
）
。 

知
事
が
指
定
す
る
期
間 

四 

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
中
止
さ
れ
、
又
は
修
学
資
金
を
辞
退
し
た
後
に
お
い
て
も
、
助
産
師
養
成
施

設
に
在
学
し
て
い
る
と
き
。 

当
該
助
産
師
養
成
施
設
に
在
学
し
て
い
る
期
間 

五 

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
災
害
、
傷
い
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
っ
て
修
学
資

金
の
返
還
が
困
難
と
な
っ
た
と
き
。 

知
事
が
指
定
す
る
期
間 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
返
還
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
別
記
様
式
第
十
一
号
に
よ

る
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
返
還
猶
予
申
請
書
に
、
そ
の
事
実
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
知
事
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 



 
（
修
学
資
金
の
返
還
免
除
） 

第
十
五
条 

知
事
は
、
修
学
資
金
等
の
返
還
債
務
の
免
除
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
年
広
島
県
条
例
第
四

十
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
本
則
の
表
助
産
師
修
学
資
金
の
項
の
規
定
に
よ
り
、
修
学
資
金
の
返

還
の
債
務
（
同
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
二
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
履
行
期
が
到

来
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
免
除
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
免
除
に
お
い
て
、
条
例
本
則
の
表
助
産
師
修
学
資
金
の
項
修
学
資
金
等
の
種
類
の
欄
に
規
定
す

る
規
則
で
定
め
る
施
設
は
、
分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
と
す
る
。 

３ 

第
一
項
の
免
除
に
お
い
て
、
条
例
本
則
の
表
助
産
師
修
学
資
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
に
規
定
す
る
規

則
で
定
め
る
業
務
は
、
分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
の
う
ち
第
三
条
第
二
号
イ
、
ロ
又
は
ニ
（
同
号
ニ
に
あ

っ
て
は
、
同
号
ニ
に
規
定
す
る
病
院
及
び
診
療
所
の
う
ち
知
事
が
認
め
る
も
の
に
限
る
。
）
に
規
定
す
る

施
設
に
お
い
て
従
事
す
る
場
合
に
お
け
る
法
第
二
条
に
規
定
す
る
保
健
師
又
は
法
第
五
条
に
規
定
す
る
看

護
師
と
し
て
の
業
務
と
す
る
。 

４ 

第
一
項
の
ほ
か
、
知
事
は
、
修
学
生
が
、
死
亡
し
、
又
は
心
身
障
害
に
よ
り
修
学
資
金
を
返
還
す
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
議
会
の
議
決
を
経
て
、
修
学
資
金
の
返
還
の
債
務
（
履
行
期
が
到
来
し

て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

５ 

第
一
項
の
免
除
に
お
い
て
、
助
産
師
業
務
に
従
事
し
た
期
間
を
算
定
す
る
場
合
は
、
助
産
師
業
務
に
従

事
中
業
務
上
負
傷
し
、
又
は
疾
病
に
か
か
っ
た
た
め
、
助
産
師
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

期
間
は
、
こ
れ
を
助
産
師
業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
み
な
し
、
助
産
師
業
務
に
従
事
し
た
期
間
に
一
月
未

満
の
端
数
の
期
間
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
端
数
の
期
間
は
、
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
助
産

師
免
許
取
得
日
の
属
す
る
月
に
限
り
、
分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
に
お
い
て
助
産
師
業
務
及
び
助
産
師
業

務
に
準
ず
る
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
一
月
に
な
る
場
合
は
、
一
月
と
す
る
。
第
八
項
の
規
定

に
よ
る
助
産
師
業
務
に
従
事
し
た
月
数
を
算
定
す
る
場
合
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。 

６ 

第
一
項
の
免
除
に
お
い
て
、
分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
に
お
い
て
助
産
師
業
務
に
従
事
中
災
害
、
傷
い

疾
病
に
よ
る
休
職
、
産
前
産
後
休
業
の
取
得
、
育
児
休
業
の
取
得
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
っ
て
、

分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
で
の
雇
用
期
間
中
に
助
産
師
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
（

前
項
本
文
に
規
定
す
る
助
産
師
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
期
間
を
除
く
。
）
は
、
引
き
続

き
助
産
師
業
務
に
従
事
し
た
期
間
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
当
該
期
間
は
、
助
産
師
業
務
に
従
事
し
た
期
間

に
は
算
入
し
な
い
。 

７ 

第
一
項
の
免
除
に
お
い
て
、
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
月
数
を
算
定
す
る
場
合
は
、
第
六
条
第
二

項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
次
項
の
規
定
に
よ
る
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
月
数
を
算
定
す
る
場
合
も
、

ま
た
同
様
と
す
る
。 

８ 

第
一
項
の
免
除
に
お
い
て
、
条
例
本
則
の
表
助
産
師
修
学
資
金
の
項
免
除
の
条
件
の
欄
第
二
号
ロ
に
規

定
す
る
債
務
の
一
部
免
除
を
行
う
場
合
の
返
還
の
免
除
額
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
る
助
産
師
業
務
に
従
事

し
た
月
数
を
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
月
数
（
こ
の
期
間
が
十
二
月
に
満
た
な
い
と
き
は
、
十
二
月

と
す
る
。
）
の
五
倍
に
相
当
す
る
月
数
で
除
し
て
得
た
数
値
（
こ
の
数
値
が
一
を
超
え
る
と
き
は
、
一
と

す
る
。
）
を
返
還
の
債
務
（
履
行
期
が
到
来
し
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
額
に
乗
じ
て
得
た
額
と
す



る
。 

９ 
第
一
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
返
還
の
債
務
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

修
学
生
又
は
そ
の
相
続
人
は
、
別
記
様
式
第
十
二
号
に
よ
る
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
返
還
免
除
申
請
書

に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
に
従
い
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
の
う
ち
必
要
な
も
の
を
添
え
て
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
一
項
に
該
当
す
る
場
合 

次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

別
記
様
式
第
十
三
号
に
よ
る
助
産
師
業
務
従
事
証
明
書 

ロ 

助
産
師
免
許
証
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る
免
許
証
の
写
し 

ハ 

医
師
又
は
歯
科
医
師
の
死
亡
診
断
書
及
び
そ
の
死
亡
の
理
由
を
証
す
る
書
類 

二 

第
四
項
に
該
当
す
る
場
合 

医
師
又
は
歯
科
医
師
の
死
亡
診
断
書
又
は
心
身
障
害
の
事
実
及
び
程
度

を
証
す
る
診
断
書 

 

（
異
動
届
出
） 

第
十
六
条 

修
学
生
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
修
学
資
金
の
返
還
を
完
了
し
、
又

は
前
条
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
返
還
の
免
除
を
受
け
る
ま
で
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
届
書
に
当
該

届
出
事
項
を
証
す
る
書
面
を
添
え
て
、
遅
滞
な
く
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

氏
名
又
は
住
所
を
変
更
し
た
と
き
。 

別
記
様
式
第
十
四
号 

二 

在
学
養
成
施
設
を
休
学
、
復
学
、
転
学
又
は
退
学
し
た
と
き
。 
別
記
様
式
第
十
五
号 

三 

在
学
養
成
施
設
に
お
い
て
停
学
そ
の
他
の
処
分
を
受
け
た
と
き
。 

別
記
様
式
第
十
六
号 

四 

在
学
養
成
施
設
を
卒
業
し
た
と
き
。 

別
記
様
式
第
十
七
号 

五 

助
産
師
業
務
を
開
始
し
、
又
は
廃
止
し
た
と
き
。 

別
記
様
式
第
十
八
号 

六 

助
産
師
業
務
を
行
う
場
所
を
変
更
し
た
と
き
。 

別
記
様
式
第
十
九
号 

七 

保
証
人
の
氏
名
若
し
く
は
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
、
又
は
保
証
人
が
死
亡
し
た
と
き
、
若
し
く

は
破
産
手
続
開
始
の
決
定
そ
の
他
保
証
人
と
し
て
適
当
で
な
い
事
由
が
生
じ
た
と
き
。 

別
記
様
式
第

二
十
号 

２ 

分
べ
ん
取
扱
医
療
機
関
等
に
お
い
て
助
産
師
業
務
に
従
事
し
て
い
る
修
学
生
は
、
修
学
資
金
の
返
還
を

完
了
し
、
又
は
前
条
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
返
還
の
免
除
を
受
け
る
ま
で
は
、
毎
年
三
月
十
五
日
及

び
九
月
十
五
日
現
在
に
お
け
る
就
業
状
況
を
そ
れ
ぞ
れ
当
該
月
の
末
日
ま
で
に
別
記
様
式
第
二
十
一
号
に

よ
る
就
業
状
況
報
告
書
に
よ
り
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
助
産
師
業
務
を
開
始
し
た
場
合
の
届
出
に
は
、
助
産
師
の
免
許
証
の
写

し
又
は
前
条
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務
に
係
る
免
許
証
の
写
し
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
死
亡
届
） 

第
十
七
条 

修
学
生
が
修
学
資
金
返
還
完
了
前
に
死
亡
し
た
と
き
は
、
保
証
人
は
、
別
記
様
式
第
二
十
二
号

に
よ
る
死
亡
届
に
死
亡
診
断
書
を
添
え
て
、
遅
滞
な
く
知
事
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
修
学
資
金
の
貸
付
決
定
の
取
消
し
等
） 

第
十
八
条 

知
事
は
、
修
学
生
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
た
と
き
は
、
修
学
資
金
の
貸

付
け
の
決
定
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
あ
る
。 



一 

不
正
の
手
段
に
よ
り
貸
付
け
の
決
定
を
受
け
て
い
た
と
き
。 

二 
そ
の
他
こ
の
規
則
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。 

２ 

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
付
け
の
決
定
を
取
り
消
し
た
場
合
に
お
い
て
、
修
学
資

金
の
当
該
取
消
し
に
係
る
部
分
に
関
し
、
す
で
に
修
学
資
金
が
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
期
限
を

定
め
て
、
そ
の
返
還
を
命
ず
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

修
学
生
は
、
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
こ
と
を
理
由
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
貸
付
け
の

決
定
を
取
り
消
さ
れ
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
修
学
資
金
の
返
還
を
命
ぜ
ら
れ
た
と
き
は
、
当
該
修
学
資
金

を
交
付
さ
れ
た
日
か
ら
返
還
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
当
該
修
学
資
金
の
額
に
つ
き
年
五
パ
ー
セ
ン
ト

の
割
合
で
計
算
し
た
利
息
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
延
滞
金
） 

第
十
九
条 

修
学
生
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
修
学
資
金
の
返
還
期
日
ま
で
に
修
学
資
金
を
返
還
し
な
い

場
合
は
、
返
還
期
日
の
翌
日
か
ら
返
還
の
日
ま
で
の
日
数
に
応
じ
、
そ
の
延
滞
し
た
額
に
つ
き
年
十
四
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
で
計
算
し
た
額
の
延
滞
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
書
類
の
経
由
） 

第
二
十
条 

こ
の
規
則
に
よ
り
在
学
中
の
修
学
生
が
知
事
に
提
出
す
る
書
類
は
、
当
該
在
学
養
成
施
設
の
長

を
経
由
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



  （
別
記
）

 

様
式
第
１
号
（
第
８
条
関
係
）

 広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
申
請
書
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

申
請
者
 
住

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 

 
 

修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
い
の
で
，
関
係
書
類
を
添
え
て
申
請
し
ま
す
。
 

な
お
，
私
は
，
卒
業
後
，
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
規
則
第
３
条
第
２
号
に
規
定
す
る
施
設
に

お
い
て
，
助
産
師
と
し
て
そ
の
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

 

住
所
 

(Ｔ
Ｅ
Ｌ

) 
 
 
 
 
 
 

 
 

本人 

ふ
り

が
な

 

氏
名
 
 

 
 
年
 
 
月
 
 
日
生

名
称
 
 

 

所
在

地
 
 

 

入
学

年
月

日
 
平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日

 

助産師養成施設 
卒

業
予

定
年

月
日
 
平
成

 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日

 

貸
付

希
望

期
間
 
平
成
 
 
年
 
 
月
分
か
ら
平
成
 
 
年
 
 
月
分
ま
で

 

住
所
 

(Ｔ
Ｅ
Ｌ

) 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
生
 

ふ
り

が
な

 

氏
名
 
 

続
柄

 

住
所
 

(Ｔ
Ｅ
Ｌ

) 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
生
 

連帯保証人

ふ
り

が
な

 

氏
名
 
 

続
柄

 

 
注
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格

Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
２
号
（
第
８
条
関
係
）

 

 
 

調
書

 

 
 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生
年

月
日
 
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

在
学

養
成

施
設

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

学
年
 
 
 
 
 
 
第
 
 
学
年
 
 

 

 
 

こ
の
者
に
つ
い
て
は
，
次
の
と
お
り
で
す
。

 

入
学

者
最

高
得

点
 

点

入
学

者
最

低
得

点
 

点

入
学

者
平

均
得

点
 

点

成
績
状
況

 

本
人

の
得

点
 

点

卒
業

予
定

年
月

日
平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
日

 

卒
業

後
の

予
定

 
 

推
薦

の
所

見
 

 

推
薦

順
位

人
中

 
 
 
 
 
 
位

 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

在
学
養
成
施
設
の
長
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 

 
 注
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
３
号
（
第
９
条
関
係
）

 

 
 

広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
決
定
通
知
書

 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
 
 
 
 
 
様

 

 
 

広
島
県
知
事
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
の
貸
付
け
に
つ
い
て

は
，
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

 

た
だ
し
，
こ
の
貸
付
け
は
，
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
規
則
に
基
づ
き
，
予
算
の
範
囲
内
で
行

い
ま
す
。

 

つ
い
て
は
，
２
人
の
保
証
人
が
連
署
し
た
誓
約
書
を
，
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

 

決
定

番
号
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

貸
付

予
定

月
額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

貸
付

予
定

期
間
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
分
か
ら
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
分
ま
で
 

在
学

養
成

施
設

名
 

 
 

学
年
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学
年
 

注
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格

Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
４
号
（
第
９
条
関
係
）

 

 
 

誓
約

書
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学
生
 
住

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 

（
Ｔ

Ｅ
Ｌ

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

決
定

番
号
 
 
第
 
 
 
 
 
号
 

 

在
学

養
成

施
設

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

修
学
資
金
を
平
成
 
 
年
 
 
月
分
か
ら
平
成
 
 
年
 
 
月
分
ま
で
毎
月
 
 
 
 
 
 
円
借
り

受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
，
広
島
県
修
学
生
と
し
て
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
規
則
に
従
い
ま

す
。

 

 
 

私
た
ち
は
，
修
学
生
と
連
帯
し
て
責
務
を
負
担
し
ま
す
。

 

 
 

連
帯
保
証
人
 
住

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 

（
Ｔ

Ｅ
Ｌ

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生
年

月
日
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
 

 

本
人
と
の
関
係
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

 

（
Ｔ

Ｅ
Ｌ

）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

生
年

月
日
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 
 

 

本
人
と
の
関
係
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 注
 
１
 
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
県
外
に
住
所
を
有
す
る
者
が
保
証
人
と
な
る
場
合
は
，
当
該
保

証
人
の
住
民
票
の
写
し
を
添
え
る
こ
と
。

 

２
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
５
号
（
第
1
0
条
関
係
）

 

 
 

広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
中
止
通
知
書

 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
 
 
 
 
 
様

 

 
 

広
島
県
知
事
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 

 
 

あ
な
た
に
対
す
る
修
学
資
金
の
貸
付
け
は
，
次
の
理
由
に
よ
り
平
成
 
 
年
 
 
月
限
り
で
中
止
し

ま
す
。

 

な
お
，
現
在
ま
で
あ
な
た
に
対
し
て
貸
し
付
け
た
修
学
資
金
の
貸
付
済
期
間
及
び
貸
付
済
総
額
は
，

次
の
と
お
り
で
す
。

 

中
止

の
理

由
 

 
 

 
 

決
定

番
号
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

在
学

養
成

施
設

名
 

 
 

学
年
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学
年
 

貸
付

済
期

間
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
分
か
ら
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
分
ま
で
 

貸
付

済
総

額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

注
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格

Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
６
号
（
第
1
1
条
関
係
）

 

 
 

広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
停
止
通
知
書

 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
 
 
 
 
 
様

 

 
 

広
島
県
知
事
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 

 
 

あ
な
た
に
対
す
る
修
学
資
金
の
貸
付
け
は
，
次
の
理
由
に
よ
り
平
成
 
 
年
 
 
月
分
か
ら
停
止
し

ま
す
。

 

な
お
，
現
在
ま
で
あ
な
た
に
対
し
て
貸
し
付
け
た
修
学
資
金
の
貸
付
済
期
間
及
び
貸
付
済
総
額
は
，

次
の
と
お
り
で
す
。

 

停
止

の
理

由
 

 
 

 
 

決
定

番
号
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

在
学

養
成

施
設

名
 

 
 

学
年
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学
年
 

貸
付

済
期

間
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
分
か
ら
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
分
ま
で
 

貸
付

済
総

額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

注
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格

Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



様
式
第
７
号
（
第
1
2
条
関
係
）

 

 
 

広
島
県
助

産
師
修
学
資
金
辞
退
申
請
書
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
理
由
に
よ
り
，
平
成
 
 
年
 
 
月
限
り
で
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
辞
退
し
ま
す
。

 

な
お
，
現
在
ま
で
貸
付
け
を
受
け
た
修
学
資
金
の
借
受
済
期
間
及
び
借
受
済
総
額
は
，
次
の
と
お
り

で
す
。

 

辞
退

の
理

由
 

 
 

 
 

決
定

番
号
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号
 

在
学

養
成

施
設

名
 

 
 

学
年
 

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学
年
 

借
受

済
期

間
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
分
か
ら
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
分
ま
で
 

借
受

済
総

額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円
 

注
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格

Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
８
号
（
第
1
3
条
関
係
）

 

 
 

広
島
県
助

産
師
修
学
資
金
借
用
証
書

 

 
 

収
入

印
紙
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学
生
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

決
定

番
号
 
 
第
 
 
 
 
号

 

在
学

養
成

施
設

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
借

用
金

額
 
 
 
 
 
 
 
円
（
平
成
 
 
年
 
 
月
分
か
ら
平
成
 
 
年
 
 
月
分
ま
で
）
 

私
は
，
広
島
県
修
学
生
と
し
て
上
記
の
額
の
修
学
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
ま
し
た
。

 

つ
い
て
は
，
広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
貸
付
規
則
の
規
定
に
従
い
滞
り
な
く
返
還
し
ま
す
。
 

 
 

私
た
ち
は
，
修
学
生
と
連
帯
し
て
責
務
を
負
担
し
ま
す
。

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 注
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
９
号
（
第
1
3
条
関
係
）

 広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
返
還
計
画
書
 

 

 

修
学

生
 
住
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印
 

  
私
は
，
次
の
返
還
計
画
に
基
づ
い
て
滞
り
な
く
，
修
学
資
金
を
返
還
し
ま
す
。

 

決
定

番
号

第
 
 
 
 
 
 
 
 
 
号

 
在

学
養

成
施

設
名
 
 

 

氏
名

（
生

年
月

日
）

 

（
 
 
 
年

 
 
月
 
 
日
）

 
借

受
終

了
の

理
由
 

卒
業

・
辞

退
 

中
止

・
死

亡
 

借
受

期
間
 

借
受

月
数

借
受

金
額

平
成
 
 
年
 
 
月
か
ら
平
成
 
 
年
 
 
月
ま
で

 
 
 
 
月

 
 
 
 
 
円

平
成
 
 
年
 
 
月
か
ら
平
成
 
 
年
 
 
月
ま
で

 
 
 
 
月

 
 
 
 
 
円

借受内訳 

借
受

金
額

合
計
 
 
 
 
 
円

借
受

終
了

期
日

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

返
還

方
法
 

一
括
償
還
 
・
 
３
月
に
１
回
均
等
割
賦
償
還

 

返
還

総
額
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 
返

還
期

間
平
成
 
 
年
 
 
月
か
ら
 

平
成
 
 
年
 
 
月
ま
で
 

第
１

回
返

還
月
 
平
成
 
 
年
 
 
月

 
１

回
の

返
還

額
 
 
 
 
 
 
円

 

第
２

回
以

降
返

還
月

 
毎
年
 
 
 
 
月
 
 
 
 
月
 
 
 
 
月
 
 
 
 
月

 

最
終

返
還

月
 
平
成
 
 
年
 
 
月

 
最

終
回

の
返

還
額

 
 
 
 
 
 
円

 

卒
業

後
の

連
絡

先
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）

 

名
 
称

 

本人 

就
職

内
定

先
 

所
在
地

 

氏
名
 
 

 

住
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）

 

生
年

月
日
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日

本
人

と
の

関
係

 
 

 

氏
名
 
 

 

住
所
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）

 

連帯保証人 

生
年

月
日
 
 
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日

本
人

と
の

関
係

 
 

 

注
 
１
 
返
還
期
日
は
，
各
月
末
日
と
す
る

。
た
だ
し
，
末
日
が
金
融
機
関
の
休
日
に
当
た
る
と
き
は
，

そ
の
月
の
最
終
営
業
日
と
す
る
。

 

 
 
２
 
不
用
の
文
字
は
，
二
重
線
で
消
す

こ
と
。
 

 
 
３
 
用

紙
の

大
き

さ
は

，
日

本
工

業
規

格
Ａ

列
４

と
す

る
｡
 



  様
式
第
1
0
号

（
第
1
3
条
関
係
）

 

広
島
県
助
産
師

修
学
資
金
返
還
計
画
変
更
申
請
書

 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 

広
島
県
知
事
 
様

 

修
学

生
 
 
 
 
 
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

決
定

番
号

 
 
 
 
 
 
 
第
 
 
 
号

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

  

次
の
と
お
り
返
還
計
画
を
変
更
し
た
い
の
で
，
承
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

借
受

金
額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

返
還

済
額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

返
還
猶
予
（
申
請
）
額

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

返
還
免
除
（
申
請
）
額

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

返
還

必
要

額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

返
還

方
法
 

 
一
括
償
還
 
・
 
３
月
に
１
回
均
等
割
賦
償
還

 

返
還

期
間
 

 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
か
ら

 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
ま
で

 

第
１

回
返

還
月
 

 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
 
 年

 
 
 
 月

 

１
回

の
返

還
額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

第
２

回
以

降
返

還
月
 

毎
年

 
 
 月

 
 
 
 月

 

 
 
 月

 
 
 
 月

 

最
終

返
還

月
 

 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
 
 年

 
 
 
 月

 

最
終

回
の

返
還

額
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

変
更

理
由
 

 

注
 
１
 
返
還
期
日
は
，
各
月
末
日
と
す
る
。
た
だ
し
，
末
日
が
金
融
機
関
の
休
日
に
当
た
る
と
き
は
，

そ
の
月
の
最
終
営
業
日
と
す
る
。

 

２
 
不
用
の
文
字
は
，
消
す
こ
と
。

 

３
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 



  様
式
第
1
1
号

（
第
1
4
条
関
係
）

 

 
 

広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
返
還
猶
予
申
請
書

 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
修
学
資
金
の
返
還
を
猶
予
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 １
 
決

定
番

号
 
 
第
 
 
 
 
 
号

 

２
 
借

受
期

間
 
 
平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
か
ら
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
ま
で

 

３
 
借

受
金

額
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

４
 
返

還
期

間
 
 
平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
か
ら
 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
ま
で

 

５
 
返

還
済

期
間
 
 
平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
か
ら

 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
ま
で

 

６
 
返

還
済

額
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

７
 
希
望
す
る
返
還
猶
予
期
間
 
 
平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
か
ら

 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
ま
で

 

８
 
希
望
す
る
返
還
猶
予
金
額
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

９
 
猶

予
を

希
望

す
る

理
由

 

 
 注
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
1
2
号

（
第
1
5
条
関
係
）

 

広
島
県
助
産
師
修
学
資
金
返
還
免
除
申
請
書

 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学
生
(
死
亡
の
場
合
は
相
続
人
)
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
修
学
資
金
の
返
還
を
免
除
し
て
く
だ
さ
い
。

 

 
 １
 
決

定
番

号
 
 
第
 
 
 
 
 
号

 

２
 
借

受
期

間
 
 
平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
か
ら

 

平
成
 
 
 
 
年
 
 
 
 
月
ま
で

 

３
 
借

受
総

額
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

４
 
返

還
済

額
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

５
 
返

還
必

要
額
 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

６
 
返

還
免

除
希

望
額

 
 
 
 
 
 
 
 
円

 

７
 
免
除
を
希
望
す
る
理
由

 

８
 
卒
業
後
の
就
業
状
況
等

 

免
許

取
得

年
月

日
 

 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

 
免

許
登

録
番

号
第
 
 
 
 
 
 
 
号

 

期
間

 
就

業
施

設
 

職
種

 

平
成
 
 
年
 
 
月
か
ら
 

平
成
 
 
年
 
 
月
ま
で
 

 
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
か
ら
 

平
成
 
 
年
 
 
月
ま
で
 

 
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
か
ら
 

平
成
 
 
年
 
 
月
ま
で
 

 
 

 
 

注
 
１
 
「
８
 
卒
業
後
の
就
業
状
況
等

」
の
欄
に
は
，
助
産
師
，
保
健
師
又
は
看
護
師
と
し
て
従
事

し
た
期
間
に
つ
い
て
の
み
記
入
す

る
こ
と
。

 

２
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業

規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。
 

 



  様
式
第
1
3
号

（
第
1
5
条
関
係
）

 

 
 

助
産

師
業

務
従

事
証

明
書
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

使
用

者
住

所
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
名

法
人

の
場

合
は

そ
の

名
称

及
び

代
表
者
の
氏
名

 
印

 

 
 

次
の
と
お
り
相
違
あ
り
ま
せ
ん
。

 

 

修
学

生
の

氏
名

 
 

決
定

番
号

 
 
 
 
第
 
 
 
 
 
号

 

所
在

地
 

 

名
称

 
 

就
業
の
場
所
 

就
業

時
に

お
け

る

分
べ

ん
の

取
扱

い
有
 
 
・
 
 
無

 

期
間

職
種

平
成

 
 

年
 

 
月

か
ら

平
成

 
 

年
 

 
月

ま
で

 
 

平
成

 
 

年
 

 
月

か
ら

平
成

 
 

年
 

 
月

ま
で

 
 

平
成

 
 

年
 

 
月

か
ら

平
成

 
 

年
 

 
月

ま
で

 
 

注
 
１
 
不
用
の
文
字
は
，
消
す
こ
と
。

 

２
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業

規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
1
4
号

（
第
1
6
条
関
係
）

 

 
 

修
学

生
氏

名
住

所
変

更
届
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
 氏

名
住
所

を
変
更
し
ま
し
た
。

 

 
 １
 
決

定
番

号
 
 
 
 
 
 
 

第
 
 
 
 
 
号

 

 
 ２
 
変

更
事

項
 

 
 

新
 

旧
 

 
 ３
 
変

更
期

間
 
 
平
成
 
 
年

 
 
月
 
 
日

 

 
 注
 
１
 
住
民
票
の
写
し
を
添
え
る
こ
と

。
 

２
 
不
用
の
文
字
は
，
消
す
こ
と
。

 

３
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業

規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
1
5
号

（
第
1
6
条
関
係
）

 

 
 

休
学
・

復
学
・
転

学
・
退

学
届

 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
休
学
・
復
学
・
転
学
・
退
学
し
ま
し
た
。

 

な
お
，
修
学
資
金
は
，
平
成
 
年
 
月
分
か
ら
平
成
 
年
 
月
分
ま
で
の
 
 
 
 
 
円
を
借
り
受

け
て
い
ま
す
。

 

 
 １
 
決

定
番

号
 
 
第
 
 
 
 
 
号

 

 
 ２
 
在

学
養

成
施

設
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
転
学
の
場
合
は
，
新
・
旧
の
養
成
施
設
の
名
称
及
び
所
在
地
）
 

 
 ３
 
学

年
 
第
 
 
 
 
 
 
学
年

 

 
 ４
 
休

学
の

期
間
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま
で

 

 
 ５
 
復
学
・
転
学
・
退
学
の
期
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 ６
 
休
学
・
復
学
・
転
学
・
退
学
の
理
由

 

 
 注
 
１
 
在
学
養
成
施
設
の
長
の
休
学
・
復
学
・
転
学
・
退
学
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

 

２
 
不
用
の
文
字
は
，
消
す
こ
と
。

 

３
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
1
6
号

（
第
1
6
条
関
係
）

 

 
 

停
学

等
の

処
分

に
関

す
る

届
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
処
分
を
受
け
ま
し
た
。

 

な
お
，
修
学
資
金
は
，
平
成
 
 
年
 
 
月
分
か
ら
平
成
 
 
年
 
 
月
分
ま
で
の
 
 
 
 
 
円

を
借
り
受
け
て
い
ま
す
。
 

 
 １
 
決

定
番

号
 
第
 
 
 
 
 
号

 

 
 ２
 
在

学
養

成
施

設
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ３
 
学

年
 
第
 
 
 
 
学
年

 

 
 ４
 
処

分
の

内
容
 

 
 ５
 
処

分
の

期
日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
 ６
 
処

分
の

期
間
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
か
ら
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
ま
で

 

 
 注
 
１
 
在
学
養
成
施
設
の
長
の
処
分
を
証
明
す
る
書
類
を
添
付
す
る
こ
と
。
 

２
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
1
7
号

（
第
1
6
条
関
係
）

 

 
 

卒
業

届
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
卒
業
し
ま
し
た
。

 

 
 １
 
決

定
番

号
 
 
第
 
 
 
 
 
号

 

 
 ２
 
在

学
養

成
施

設
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ３
 
卒

業
期

日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日
 

 
 注
 
１
 
卒
業
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

 

２
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
1
8
号

（
第
1
6
条
関
係
）

 

 
 

業
務

開
始

 
廃

止
 

届
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
業
務
を

 開
始

 
廃
止

 し
ま
し
た
。
 

 

決
定

番
号

 
 
 
 
第
 
 
 
 
 
号

 

業
務

開
始

・
廃

止
期

日
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

業
務

開
始

・
廃

止
理

由
 

 

所
在

地
 

 

名
称

 
 

就
業
の
場
所
 

就
業

時
に

お
け

る

分
べ

ん
の

取
扱

い
 
 
 
 
有
 
 
・
 
 
無

 

職
種

 
 

 
上
記
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と
を
証
明
し
ま
す
。
 

 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
広
島
県
知
事
 
様

 

使
用
者

 
住

所
 

 

証明 

 
 

氏
名

(
法
人
の
場
合
は
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
)
 
印
 

注
 
１
 
不
用
の
文
字
は
，
消
す
こ
と
。

 

２
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業

規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
1
9
号

（
第
1
6
条
関
係
）

 

 
 

就
業

の
場

所
変

更
届
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
就
業
の
場
所
を
変
更
し
ま
し
た
。

 

 
 決

定
番

号
 
 
 
 
第
 
 
 
 
 
号

 

変
更

期
日

 
平
成

 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日
 

所
在

地
 

 

名
称

 
 

就
業
の
場
所

就
業

時
に

お
け

る

分
べ

ん
の

取
扱

い
有
 
 
・
 
 
無

 

新
 

職
種

 

旧
 

就
業
の
場
所

名
称

 

 
上
記
の
と
お
り
相
違
な
い
こ
と

を
証
明
し
ま
す
。
 

 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
広
島
県
知
事
 
様

 

使
用
者

 
住

所
 

 

証明 

 
 

氏
名

(
法
人
の
場
合
は
そ
の
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名
)
 
印
 

注
 
１
 
不
用
の
文
字
は
，
消
す
こ
と
。

 

２
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業

規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
2
0
号

（
第
1
6
条
関
係
）

 

 
 

保
証

人
に

関
す

る
届
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 ア

 
連
帯
保
証
人
が
そ
の
氏
名
・
住
所

を
 

イ
 
連
帯
保
証
人
が
死
亡
し
た
た
め

 

ウ
 
連
帯
保
証
人
と
し
て
適
当
で
な
い

事
情
が
生
じ
た
た
め

次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

 

 
 １

 
決

定
番

号
 
 
 
 
 
第
 
 
 
 
 
号

 

２
 
変

更
事

項
 
 

 

 
 
(
1
)
 
ア
の
場
合

 
新

 

旧
 

 
 
(
2
)
 
イ
又
は
ウ
の
場
合

 

 

収
 
入

 

印
 
紙

 
 

新
 私
は

，
広
島
県
助

産
師
修
学
資

金
貸
付
規
則

に
従
い
修
学

生
と

連
帯
し
て
責
務
を
負
担
し
ま
す
。

 

連
帯
保
証
人
 
住

所
 

 
 
 
 
 
 
 
氏

名
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
印

 
 
 
 
 
 
 

生
年

月
日
 
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
 
 
 
 
 
 
本
人
と
の
関
係

 

 
 
 
 
 
 
 
（

Ｔ
Ｅ

Ｌ
）

 
 
 
 
 
 
 

旧
 

３
 
変

更
期

日
 
平
成

 
 
 
年
 
 
 
月
 
 
 
日

 

 
 注

 
１

 
不
用
の
文
字
は
，
消
す
こ
と
。

 

２
 

変
更

後
の

住
所

が
県

外
に

あ
る

場
合

又
は

や
む

を
得

な
い

理
由

に
よ

り
県

外
に

住
所

を
有

す
る
者
が
保
証
人
と
な
る
場
合
は
，
当
該
保
証
人
の
住
民
票
の
写
し
を
添
え
る
こ
と
。

 

３
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
2
1
号

（
第
1
6
条
関
係
）

 

 
 

就
業

状
況

報
告

書
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

修
学

生
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
報
告
し
ま
す
。

 

 
 １
 
決

定
番

号
 
 
第
 
 
 
 
 
号

 

 
 ２
 
就

業
の

場
所

 

 
 ３
 
職

種
 

 
 注
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。

 

 
 



  様
式
第
2
2
号

（
第
1
7
条
関
係
）

 

 
 

死
亡

届
 

 
 

平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

広
島
県
知
事
 
様

 

 
 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

連
帯
保
証
人
 
住
 
 
 
所
 
 
 
 
 
 
 

 

氏
 
 
 
名
 
 
 
 
 
 
印

 

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
）
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

次
の
と
お
り
修
学
生
が
死
亡
し
ま
し
た
。

 

 
 １
 
氏

名
 

 
 ２
 
決

定
番

号
 
 
 
第
 
 
 
 
 
号
 

 
 ３

 
在

学
養

成
施

設
名

又
は

就
業

場
所
 

 
 ４
 
死

亡
期

日
 
 
 
平
成
 
 
年
 
 
月
 
 
日

 

 
 ５
 
死

亡
原

因
 

 
 注
 
１
 
死
亡
診
断
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

 

２
 
用
紙
の
大
き
さ
は
，
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
と
す
る
。
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